
早稲田大学教育学研究科

修士課程入試問題の訂正内容

く2021年度外国学生入試・国語教育専攻＞

【専門科目】

●問題冊子5ページ ：見出し

（誤）
修士課程一般入学試験問題［専門科目・共通］

（正）

修士課程一般・外国学生入学試験問題［専門科目・選抵］

●問題冊子7ページ ：選択六二、 (5)

（誤）
(5)上田秋成『雨月物語』の概要と展開について述べよ。

（正）

(5)上田秋成『雨月物語』の概要と壁緻について述べよ。

以上
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四三.. ． ． 

以上

国 国 国 日
志文 文 文 本

足子 だ子 巫子 語 研 願
研 研 研 た子 声示

グ九 r 
究 究 究 研 指し
指 闊指 究 導記
導 導 闊名入

し
た

五 石 内 松
指志
導願

味 原 山 木 票
渕 布ニベ r 

千 精 正
望 L.

教記
典 秋 也 、声Cヽ

員 入lfflロゴ町
名 し

た

ヰ.,、 共 tt ，，、 ヰ，，、
通 通 通 通
D C B A 

近 近 中 日
代 代 国 本
文 文 古 語
邑子 学 典 た子

-, 

専
文

＾ 
解答 門

邑子 日
本 す科

言同
ベ目

き :ff:: ノ．‘ 

問通
を 題'-

＾ 己
で

むヽ

解
答
上
の
注
意

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ

き
問
題
」
（
選
択
一
＼
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答

は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ

き
問
題
」
（
共
通
A

S

D
の
い
ず
れ
か
一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、

当
該
解
答
は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

解答用紙は、「問題番号」ごとに一枚使用すること。全ての解答用紙の所定欄に、受験番号・氏名・研究

指導名・指導教員名、ならびに「問題番号」（例「選択八」・「共通A」など）を必ず記入すること。

解答用紙のホッチキスは、はずさないこと。また、無解答の解答用紙でも提出すること。

問題用紙は「＋六枚」（本ページ含む）、解答用紙は「二枚」です。必ず枚数を確認すること。

国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国
志文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 本 語

巫子 た子 } 子 学 邑子 序子 巫子 ＾ 子

A 子 A 子 乎子 } 子 語 科 研願
研 研 研 研 研 研 研 研 研 研 研 研 た子

胃
匹示

究 r究 究 究 究 究 究 究 究 究 究 究 究 研 指'--
指 指 指 指 指 指 指 指 指 指 指 悶究 研 導記
導 導 導 導 導 導 導 導 導 導 導 指 究 名入

導 誓
し
た

和 五 金 石 堀 内 中 田 フI 福 新 松 松 幸
指志
導願田 味 井 原 山 嶋 渕 津 家 美 本 木 田 示声

渕 希 r
敦 景 千 誠 精 降 句 雄 俊 哲 直 正 息

望 L..

彦 典 子 秋 也 美 幸 彦 樹 恵 教員 兜入口
嗣 子

名 し
た

選 選 選 選 選 晨選 選
択 択 択 択 択 択 択
l ¥ 七 I， ヽ 五 四

近 中 古 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 文 語 胃巫子 典 } 子 た子 足子 た子 た子 → 

専文 ヘ 解門
た子 w Ill II I 日 答科

本 ご目近 中 中 上 語
世 世 古 代 胃 き 選． 
文 文 文 文 問択
} 子 巫子 ; 子 序子 を 題←

＾ 己
で

む
ヽ

～ー・
,.•一••-~--·-··-......... ---

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%）
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

二
0
二
＿
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
〔
専
門
科
目
〕

（
配
点

4
0
%）
と

【
国
語
教
育
専
攻
】

！
 

・・ 



r 
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二
0
ニ
―
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専
門
科
目
。
選
択
【
国
語
教
育
専
攻
〗

一
、
次
の

A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

「
サ
ク
ラ
」
読
本

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方

国
語
国
字
問
題

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
理
論

二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
解
説
し
な
さ
い
。

大
村
は
ま
の
国
語
単
元
学
習
に
お
け
る
学
習
記
録
の
位
置
づ
け

平
成
二
九
“
三

0
年
版
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
指
導
事
項
と
言
語
活
動
例
の
関
係

西
尾
実
の
鑑
賞
理
論
の
特
徴

荒
木
繁
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
と
国
語
科
の
役
割

評
価
規
準
と
評
価
基
準
の
違
い

三
、
「
読
む
こ
と
」
領
域
が
、
従
来
「
構
造
と
内
容
の
把
握
」
「
精
査
・
解
釈
」
の
指
導
に
偏
り
、
「
考

え
の
形
成
」
に
十
分
な
手
当
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近
年
、
学
習
者
の
読
む
能

カ
の
育
成
に
お
い
て
、
「
考
え
の
形
成
」
が
特
に
重
視
さ
れ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
考
え
ら
れ

る
か
。
ま
た
、
「
考
え
の
形
成
」
に
重
点
を
置
い
た
単
元
指
導
計
画
や
教
材
の
扱
い
方
に
は
、
ど
の
よ

う
な
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

HFDB  

選
択

『―m'.i
.._, 

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

国
語
教
育

い

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

随
意
選
題
論
争

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

―-2 



ONM  二
0
ニ

ー
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[

専

門

科

目

＠

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

〔
選
択
二
〕

二
段
活
用
の
一
段
化

特
殊
音
素
（
特
殊
拍
）

計
量
言
語
学

ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ

単
語
の
語
構
成
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
分
類
上
の
問
題
点

「
主
格
」
・
「
主
語
」
・
「
主
題
」
の
違
い
（
術
語
の
位
置
づ
け
と
研
究
方
法
の
違
い
）

古
代
語
・
現
代
語
従
属
節
の
種
類
と
そ
の
階
層
性

三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣

接
領
域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。

次
の
M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

A

オ
ノ
マ
ト
ペ

D

語
用
論

G

待
遇
表
現

J

山
田
孝
雄

B

記
録
体
（
東
鏡
体
）

E
『
蜆
縮
涼
鼓
集
』

H

モ
ダ
リ
テ
ィ

k

改
定
常
用
漢
字
表

L I F C 

次
の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

日
本
語
学

9 I 

r,）
 

・ー．



(
E
)

ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
型
神
話

(
I
)
浦
島
説
話

(
F
)
大
嘗
祭

(
J
)
歌
垣
歌

(
G
)
神
功
皇
后

(
H
)
『
万
葉
集
』
巻
十
四

(
k
)
『
出
雲
国
風
土
記
』

二
0
ニ
―
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
。
選
択
【
国
語
教
育
専
攻
〗

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学

(
I
)

(
A
)
古
代
日
本
の
建
国
神
話

(
B
)
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」

(
C
)
記
紀
歌
謡

(
D
)
万
葉
宮
廷
歌
人

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の

(
A
)
¥
（
D
)

の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
次
の

(
E
)
S
(
k
)

の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し

な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
と
、
志
願
者
自
身
の
研
究
方
針
、
研

究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用
紙

一
0
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

L 

--旦



一
、
次
の
(
A
)
S
(
D
)
の
う
ち
、

二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
と
在
原
業
平

(
B
)

『
更
級
日
記
』
と
宮
仕
え
体
験

(
C
)
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
成
立

(
D
)
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の

(
E
)
S
(
M
)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
E
)
『
落
窪
物
語
』

(
F
)
『
う
つ
ほ
物
語
』

(
G
)
『
浜
松
中
納
言
物
語
』

(
H
)
『
大
鏡
』

(
I
)
『
竹
取
物
語
』

(
J
)
『
蜻
蛉
日
記
』

(
K
)
藤
原
定
子

(
L
)
漢
文
日
記

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
帝

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

r—―、 i'’'＂ 1 

選

択

四

〕
古
典
文
学

(II)

中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

9 9 

二
0
ニ
―
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

。

共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

--ご一



⑩

竹

む

き

が

記

⑨

源

氏

物

語

歌

合

⑧
 

新

勅

撰

和

歌

集

⑦
 

無

名

草

子

⑥

近

代

秀

歌

⑤

風

姿

花

伝

④

御

伽

草

子

③

曾

我

物

語

②

徒

然

草

①

源

平

盛

衰

記

⑧

中

世

に

お

け

る

宮

廷

女

房

文

学

に

つ

い

て

⑦

歌

道

家

の

歴

史

と

役

割

に

つ

い

て

⑥

物

語

と

中

世

和

歌

に

つ

い

て

⑤

定

数

歌

と

題

詠

歌

に

つ

い

て

④

室

町

時

代

の

文

芸

の

特

徴

に

つ

い

て

③

説

話

集

の

文

学

史

的

展

開

に

つ

い

て

②

軍

記

物

語

の

基

本

的

な

物

語

構

造

に

つ

い

て

①
 

『
平
家
物
語
』

二
0
二
＿
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
c
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

。

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

〔
選
択
五
〕

二

、

次

の

①

S
⑩
の
中
か
ら
ヨ
叫
呵
を
選
択
し
て
、

i’'』

の

成

立

状

況

に

つ

い

て

一

、

次

の

①

S
⑧
の
中
か
ら
ゴ
叫
国
を
選
択
し
て
、

古

典

文

学

9,  

(Ill) 

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

中

世

文

学

／，じ



『

好
色
一
代
男

(
1
0
)
遊
子
方
言

(
1
3
)
金
々
先
生
栄
花
夢

(
7
)
 

武
道
伝
来
記

(
1
1
)
椿
説
弓
張
月

(
1
4
)
高
尾
船
字
文

(
8
)
 

元
禄
大
平
記

(
1
2
)
春
色
梅
児
誉
美

(
1
5
)
女
殺
油
地
獄

(
9
)
 

三
、
次
の

(
7
)
S
(
1
5
)
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

二
、
次
の

(
1
)
S
(
6
)
の
中
か
ら
1

題
を
選
択
し
、
論
述
し
な
さ
い
。

【
選
択
六
〗
古
典
文
学

(lV)

一
、
井
原
西
鶴
•
松
尾
芭
蕉
。
近
松
門
左
衛
門
・
与
謝
蕪
村
・
上
田
秋
成
・
山
東
京
伝
・
滝

沢
馬
琴
の
中
か
ら
、

T
凡
涵
福
「

＇、
そ
の
文
芸
の
特
徴
と
文
学
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
自

由
に
論
じ
な
さ
い
。

(
1
)
鈴
木
正
三
『
片
仮
名
本
因
果
物
語
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
2
)
井
原
西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
3
)
近
松
門
左
衛
門
『
曽
根
崎
心
中
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
4
)
芭
蕉
七
部
集
の
概
要
と
俳
風
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
5
)
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
の
概
要
と
展
開
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

(
6
)
滝
沢
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

二
0
ニ
一
年
度

修
一
課
程

門
科
目
。

択
i--』

゜近
世
文
学

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

生
入
学
試
験
問
題

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

c
/
 



〔
選
択
七
〕

王
義
之
「
蘭
亭
序
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

永
和
九
年
、

二
0
ニ
―
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
鬱
選
択
【
国
語
教
育
専
攻
〗

也
。

①
 

歳

丘

一

癸

丑

ー

、

會

t

干
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
一
、
脩
楔
事
一

＿＿
 

少
長
咸
集
。
此
地
裏
崇
山
峻
嶺
、
茂
林
脩
竹
[
又
指
讀
流
激
瑞
ー
捧
喩
左
右
＿

引
以
厖
一
流
腸
曲
水
一
冽
也
其
次
[
雖
憮
冨
店
は
官
弦
之
盛
i

一
腹
口
詠
、
亦
涅
頂
揚
破

②
 _

_

 

幽
情
ー
。
是
日
也
、
天
朗
氣
清
、
恵
風
和
暢
、
仰
観
宇
宙
之
大
ー
、
俯
｛
界
品
類
之
盛
ー
、
所

――
 

以
遊
目
聘
懐
、
足
以
極
視
聴
之
娯
、
信
可
栗
也
。
夫
人
之
相
卑
五
税
仰
一
世
一
或
取
諸

懐
抱
ー
、
悟
省
―
室
之
内
一
、
或
犀
喩
豆
賓
、
放
喰
形
骸
之
外
ー
。
雖
ー
趣
舎
萬
殊
、
静
躁
不
一

＞
同
‘
菫
填
欣
喰
所
鴻
、
暫
渇
於
己
と
快
然
自
足
、
不
畠
知
＿
老
之
将
荏
。
及
ー
其
所
笈
既
倦
、

情
随
噴
遷
ー
、
感
慨
係

VZ芙
゜
向
之
所
憬
‘
倹
仰
之
間
、
以
薦
陳
箕
、
猶
巧
能
＞
丑
以
厄

興
襄
。
：
・
・
:

巧〔
設
問
こ
傍
線
①
「
脩
楔
事
」
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

〔
設
問
一
一
〕
傍
線
②
「
所
以
：
・
…
之
娯
」
を
、
書
き
下
し
文
に
す
る
か
、
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）

で
書
く
か
、
い
ず
れ
か
―
つ
を
選
ん
で
答
え
よ
。

〔
設
問
＝
一
〕
傍
線
③
「
雖
趣
：
．．．． 
興
懐
」
を
和
訳
せ
よ
。

〔
設
問
四
〕
作
者
・
王
毅
之
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
。

戸
次
の
ア
＼
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

を
記
し
な
さ
い
。

「
小
説
」
と
い
う
語
の
、
中
国
古
代
の
伝
統
的
意
味
と
現
代
的
意
味
の
相
違
に
つ
い
て

「
新
楽
府
」
に
つ
い
て

ウ
中
国
の
女
性
詩
人
に
つ
い
て

エ
日
中
比
較
文
学
の
研
究
方
法
に
つ
い
て

オ
現
在
の
漢
文
教
育
の
問
題
点
に
つ
い
て

□
次
の
(
A
)
S
(
J
)

に
説
明
し
な
さ
い
。

(
A
)
「
漁
父
の
辞
」

(
D
)
「
桃
花
源
記
」

(
G
)
『
紅
楼
夢
』

(
J
)
魯
迅
「
故
郷
」

イ ァ 畢
至
、

ビ］

(
H
)
『
懐
風
藻
』

(
E
)
李
絶
杜
律

(
B
)
指
事
文
字

暮
春
之
初
、

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

中
国
古
典
文
学
問
題

t, 

(
C
)

「
典
論
論
文
」

(
F
)

「
念
奴
嬌
赤
壁
懐
古
」

(
I
)
李
攀
龍
『
唐
詩
選
』

革
賢

一因 一



(
A
)

「

当

世

書

生

気

質

」

（

B
）
「
武
蔵
野
」

(
C
)

田
村
俊
子

(
D
)

石
川
啄
木

(
E
)

『
国
民
之
友
』

(
F
)
『
赤
い
鳥
』

(
G
)

「
ヰ
タ
。
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」

次
の

(
A
)
 
S
 (
G
)
 
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(
A
)

政
治
小
説
に
つ
い
て

(
B
)

硯
友
社
の
文
学
に
つ
い
て

(
C
)

大
逆
事
件
と
文
学
に
つ
い
て

(
D
)

「
小
説
の
筋
」
論
争
に
つ
い
て

(
E
)

ポ
ス
ト
。
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
文
学
研
究
に
つ
い
て

次
の

[
選
択
八

(
A
)
 

『

ヽ

(
E
)
 

近
代
文
学
]

の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

二
0
ニ

一

度

早

稲

田

大

大

学

院

教

学

研

究

稿

診
士
課
程
。
外
国
学
生
入
学
試
悶
問
題

門
斜
目
。
〖
国
語
教
育
専
攻
〗

日
本
の
近
代
文
学
の
文
体
に
つ
い
て
、

あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

しー4

0
/
 



そ
れ
に
口
語
的
な
助
詞
な
し
の

る
と
、

こ
こ
に
あ
げ
た
だ
け
で
も
七
種
類
に
な
る
。

極
め
て
明
確
に

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、

「
ボ
ク
行
キ
マ
ス
」

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

日
本
語
学
（
含
日
本
語
教
育
）

次
の
文
章
は
、
三
上
章
が
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
二
月
に
『
月
刊
文
法
』
に
掲
載
し
た
「
補
語
と
し
て
の
主
語
」
と
い
う
論

文
の
一
部
で
あ
る
。
（
本
文
は
、
『
三
上
章
論
文
集
』
（
く
ろ
し
お
出
版
一
九
七
五
年
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
）
こ
の
文
章
を
読
ん

で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

最
近
、
湯
川
恭
敏
氏
（
東
大
言
語
学
助
手
）
は
日
本
語
に
お
け
る
「
主
語
」

の
否
定
論
を
発
表
さ
れ
た
。
(
「
r
主
語
」
に
関
す
る
考
察
」
、

r
言
語
研
究
』
五
一

号
、
昭
和
四
二
年
三
月
。
「
日
本
語
と
『
主
語
』
」
、
『
こ
と
ば
の
宇
宙
』
昭
和
四
二
年
九

月
。
「
日
本
語
に
主
語
は
あ
る
か
」
、
本
誌
四
四
年
一
月
号
）

・
・
・
・
・
意
識
、
さ
ら
に
は
言
語
に
お
い
て
も
、
「
主
体
」
は
、
動
作
の

対
象
や
手
段
と
か
い
っ
た
も
の
よ
り
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
の
は
当

然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。
言
語
の
「
独
自
性
」
か
ら

は
、
こ
う
し
た
「
主
体
」
は
、
言
語
に
お
い
て
は
他
の
も
の
（
勁
作
の
対
象

と
か
手
段
と
か
）
よ
り
何
ら
か
の
形
で
強
い
地
位
を
占
め
て
い
れ
ば
よ

い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
述
語
」
に
対
立
す
る
「
主
語
」
と
し
て
固
定
化

す
る
か
、
あ
る
い
は
対
象
と
か
手
段
を
あ
ら
わ
す
言
語
形
式
と
ほ
ぼ
同

等
の
資
格
を
与
え
な
が
ら
、
相
対
的
に
は
強
い
地
位
を
占
め
さ
せ
る
か

は
、
い
わ
ば
言
語
の
側
の
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
よ

う。

（
「
日
本
語
と
『
主
語
」
」
）

日
本
語
は
こ
の
後
者
（
「
あ
る
い
は
」
以
下
）
の
側
の
言
語
で
あ
り
、
日
本

語
の
「
主
語
」
は
、
他
の
連
用
修
飾
形
式
と
ほ
ぼ
同
様
の
、
文
の
構
成
上
不

可
欠
で
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
連
用
修
飾
形
式
と
の
間
に
本
質
的
な
違
い
が

な
い
と
、
湯
川
氏
は
結
論
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
い
く
つ
か
の
理
由
を
数
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
う
ち
―
つ
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
「
主
語
」
を
表
わ

す
方
法
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

彼
ハ
知
ッ
テ
イ
マ
ス
彼
ガ
知
ッ
テ
イ
マ
ス
彼
モ
知
ッ
テ
イ
マ
ス

彼
デ
モ
知
ッ
テ
イ
マ
ス
彼
サ
工
知
ッ
テ
イ
マ
ス
彼
マ
デ
知
ッ
テ
イ

の
よ
う
な
も
の
を
加
え

文
が
「
主
語
」
＋
「
述
語
」
と
い
う
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、

「
主
語
」
、
「
述
語
」
を
あ
ら
わ
す
徴
表
が
な
く
て
は
な

そ
の

一
方
の
「
主
語
」
が
こ
の
よ
う
に
極

め
て
多
く
の
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ひ
ど
く
奇
妙
な
こ
と
で

あ
る
。

も
し
、
言
語
学
者
や
国
語
学
者
が
、

に
考
慮
し
て
い
た
な
ら
、

道
筋
こ
そ
途
え
、

な
か
っ
た
。

近
で
は
し
て
い
る
。

マ
ス

〔
共
通
A

〕 r-

当
然
、

こ
の
事
実
だ
け
で
も
真
剣

日
本
語
の
文
に
は
「
主
語
」
が
あ
る

と
い
う
考
え
に
疑
問
を
抱
く
に
至
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

「
主
語
」
に
疑
問
を
い
だ
い
た
者
も
三
人
や
四
人
で
は

そ
う
い
う
ひ
と
り
と
し
て
、

わ
た
し
は
湯
川
氏
の
論
旨
に
だ
い

た
い
賛
成
で
あ
る
。
が
、
も
ち
ろ
ん
反
対
の
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。
主
語
の
否

定
肯
定
の
論
議
は
早
急
に
は
決
着
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
、

新
旧
の
主
語
否
定
論

専
門
科
目． 

（
同
上
）

と
い
う
気
が
最

共
通
し．．999.J

あ
る
い
は
肯
定
論
が
正
し
い
と
決
ま
る
場
合
で
も
、
こ
ち
ら
側
に
捨
て
石

的
な
役
割
は
果
た
せ
る
と
思
う
。
論
議
の
過
程
の
う
ち
に
、
日
本
文
法
の
基

礎
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
主
語
問
題
自
身
、
そ
う
い
う

性
格
の
も
の
だ
と
思
う
。

わ
た
し
の
主
語
否
定
処
女
小
論
は
、
湯
川
氏
の
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
前
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
旧
類
似
の
否
定
論
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
自
体
、
と
も

か
く
こ
の
問
題
が
論
議
に
値
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

湯
川
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
拙
論
と
は
無
関
係
独
自
に
立
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

拙
論
も
発
表
当
時
は
、
他
と
無
関
係
な
自
分
だ
け
の
考
え
の
つ
も
り
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た

7
年
枝
文
法
の
主
語
否
定
論
(
,
.
）
は

拙
論
よ
り
少
し
前
で
あ
り
、
論
旨
も
い
っ
そ
う
き
び
し
い
の
で
あ
る
。
「
主

語
」
と
い
う
名
目
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
に
目
立
た
な
い
が
、
取
即
ば
T
如諏
，

位
欲
ボ
私
い
5
p凩
奴
≪
，
尺
ぷ
諏
黙
吟
檄
葛
”
付
器
｀
、
と
い
う
こ

と
で
は
、

「主
語
」
も
ま
っ
た
＜
骨
抜
き
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
「
主
語
」
を
そ
れ
ほ
ど
骨
抜
き
に
は
し
な
い
。
と
い
う
こ
と

を
示
す
た
め
に
、
旧
著

r
現
代
語
法
序
説
」

（
昭
和
二
八
年
）
に
あ
げ
た
主

格
の
相
対
的
優
位
五
個
条
を
こ
こ
に
引
用
し
た
い
。

主
格
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
用
言
に
係
る
が
、
他
の
格
は
狭
く
限

ら
れ
て
い
る
。

命
令
文
で
振
り
落
と
さ
れ
る
。

三
受
身
は
主
格
を
軸
と
す
る
変
換
で
あ
る
。

四
⑲
語
法
で
最
上
位
に
立
つ
。

五
用
言
の
形
式
化
に
最
も
強
く
抵
抗
す
る
。

わ
た
し
自
身
は
、
第
一
条
よ
り
も
第
五
条
を
重
視
し
て
い
る
。
形
式
化

（
副
詞
化
）
に
対
す
る
抵
抗
の
強
さ
し
だ
い
で
は
、
「
相
対
的
」
優
位
に
と

ど
ま
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
の
反
省
は
絶
え
ず
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

r
コ
ト
パ

」

代
に
近
い
過
去
で
あ
る
。
以
後
、

る
は
ず
で
あ
る
。

（
昭
和
一
七
年
六
月
）

わ
た
し
自
身
も
回
顧
し
て
進
み
た
い
し
、
主
語
問
題
を
特

に
若
い
読
者
に
討
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
に
、

要
旨
を
述
べ
る
。

な
お
、
以
下
に
使
う
「
補
語
」
は
フ
ラ
ン
ス
文
法
の
補
語
に
近
い
。

し、

フ
ラ
ン
ス
文
法
の
補
語
か
ら
狭
義
の
修
飾
語
（
名
詞
を
含
ま
ぬ
も
の
）

を
差
し
引
い
た
残
り
で
あ
る
。

「に
」
な
ど
を
補
語
と
呼
ぷ
の
で
あ
る
が
、

張
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

松
木
正
恵

に
発
表
の
拙
論
は
、

そ
ろ
そ
ろ
一
世

研
究
者
の
年
代
層
も
か
な
り
移
動
し
て
い

．

そ
こ
で
は
、

次
節
に
拙
論
の
ほ
ん
の

た
だ

直
接
目
的

「
を
」
や
間
接
目
的

そ
れ
を
主
格
「
が
」
に
ま
で
拡

【国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

＿o-
年
度

(O 



り
と
不
定
法
単
位
と
は

切
れ
る
と
き
に
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
切
れ
る
。

lent 

く
と
、

か
ら

わ
が
国
語
の
動
詞
に
は
独
立
し
た
不
定
法
の
形
が
な
い
。

変
化
勁
詞
は
ま
だ
よ
い
が
、

子
音
止
ま
り
で
発
音
も
困
難
な
語
幹
が
残
る
。
漢
字
を
使
っ
て
「
ダ

レ
カ
ガ
ダ
レ
カ
ニ
何
カ
ヲ
貸
」
で
止
め
れ
ば
、
さ
っ
き
の
英
語
の
不
定
法
単
位
に

似
た
も
の
が
得
ら
れ
る
。

と
指
令
す
る
だ
け
で
十
分
で
、

二三四

で
あ
っ
て
、

ン
テ
ン
ス
と
し
て
は
、

で
独
断
を
下
し
て
お
け
ば
、

階
級
に
峻
別
す
る
か
。

こ
の 4

)
 

3
)
 

2
)
 

1
)
 

0
)
 

わ
れ
わ
れ
の
こ
と
ば
づ
か
い
は
、
静
的
に
―
つ
の
意
味
を
表
わ
し
つ
つ
、

勁
的
に
話
し
手
と
聞
き
手
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
セ
ン

テ
ン
ス
も
二
つ
の
成
分
の
総
合
と
い
う
ふ
う
に
見
る
の
が
便
利
だ
と
思
う
。

二
つ
の
う
ち
、
静
的
要
素
の
ほ
う
を
不
定
法
部
分
と
称
し
、
動
的
要
素
を

「
決
ま
り
」
と
名
づ
け
る
。
用
語
の
説
明
は
実
例
に
つ
い
て
や
っ
て
ゆ
く
。

主
の
字
を
頂
い
て
い
る
の
は
主
語
だ
が
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
ほ
ん
と
う
の
主

役
は
述
語
、
す
な
わ
ち
用
言
の
ほ
う
だ
ろ
う
。
用
言
で
は
語
幹
が
観
念
を
表

わ
し
、
活
用
語
尾
が
陳
述
作
用
を
受
け
持
つ
。
い
ま
、
活
用
停
止
の
形
、
た

と
え
ば

to
lend
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
動
詞
の
観
念
を
充
足
す
る

8
m
p
l
e
t
e
)

た
め
に
補
語

(
8
m
p
l
e
m
e
n
t
)
を
追
加
す
る
と
、

to 
lend s
o
m
e
o
n
e
 s
o
m
e
t
h
i
n
g
 

と
な
っ
て
、

H
e
 did 

―
つ
の
不
定
法
単
位
が
で
き
あ
が
る
。

と
い
う
「
決
ま
り
」
で
点
睛
さ
れ
て
生
動
す
る
に
至
る
過
程
を

番
号
で
示
そ
う
。
源
太
、
平
次
両
君
に
登
場
し
て
も
ら
う
。

戸
）
（
lnnい
い
[
[
日
口
い
。
い

□い
い
い
[
ー
〕
ノ

G
e
n
t
a
 lent. 
s
o
m
e
o
n
e
 s

o

m

e

t

h

i

n

g

X
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G
e
n
t
a
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G
e
n
t
a
 lent 
Heizi a
 b
o
o
k
 

H
e
 did 
と
い
う
「
決
ま
り
」

こ
の
い
わ
ば
画
竜
が

が
主
語
・
述
語
で
あ
っ
て
、

d
i
d
+】

e
n
d
と
し
て
接
触
し
化
合
す
る
。

打
消
や
疑
問
文
を
作
る
際
、

did
が
還
元
さ
れ
る
ぐ
あ
い
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
段
活
用
の
弱

五
段
活
用
の
強
変
化
勒
詞
か
ら
活
用
語
尾
を
除

そ
し
て
、

「
決
ま
り
」
と
し
て
は
用
言
に

以
下
点
睛
生
動
の
順
序
を
示
す
と
、

源
太
ガ
平
次
二
本
ヲ
貸
シ
タ

も
の
と
見
た
い
。
も
っ
と
も
、

文
」
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
。

代
表
的
に
は
、

「
源
太
ガ
」

と
で
も
呼
ぶ
ぺ
き
資
格
の
も
の
だ
。

セ
ン
テ
ン
ス
中
に
現
わ
れ
る
体
言
を
、

I'9 9 9 99 91 

は
主
語
で
は
な
く
て
、

ど
う
し
て
、

る
体
言
と
あ
と
に
く
る
体
言
と
の
区
別
で
あ
る
。

わ
が
処
女
小
論
要
旨

専
門
科
目． 

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

(to 

決
ま

そ
し
て

「
歩
け
」

ダ
レ
カ
ガ
ダ
レ
カ
ニ
何
カ
ヲ
貸
シ
ク

一Y
i
 

ダ
レ
カ
ガ
ダ
レ
カ
ニ
本
ヲ
貸
シ
タ

ダ
レ
カ
ガ
平
次
二
本
ヲ
貸
シ
タ

4

、

主
語
・
述
語
と
い
う
複
式
の
決
ま
り
に
従
っ
て
は
い
な
い
。
セ

述
部
一
本
建
て
の
単
式
な
組
み
立
て
に
よ
っ
て
い
る

こ
れ
は
事
実
を
す
な
お
に
述
べ

C
早
釧
剛
川

歴
史
年
表
中
の
記
事
が
す

ペ
て
こ
の
式
に
な
っ
て
い
る
。
提
題
助
詞
「
ハ
」
が
典
型
的
に
現
わ
れ
る
湯

合
、
す
な
わ
咳
サ
品
忠
烈
対
]
に
お
い
て
は
少
し
事
情
が
違
う
が
、

こ
の
辺

主
格
補
語

主
語
と
補
語
と
の
二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
た
て
ま
え
で
は
、
動
詞
の
活
用
語

尾
に
干
渉
す
る
体
言
と
干
渉
し
な
い
体
言
と
の
区
別
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
人
称
語
尾
の
こ
と
で
あ
る
。
近
代
英
語
や
漠
文
で
は
用
言
の
前
に
く

し
か
る
に
わ
が
国
語
で
は

共
通
1,l l■-』

活
用
に
も
語
順
に
も
こ
う
い
う
遮
断
が
求
め
ら
れ
な
い
。
「
第
一
条
、
主
語

は
述
語
に
先
立
つ
」
「
第
二
条
、
補
語
は
動
詞
に
先
立
つ
」
と
書
き
分
け
て
あ

っ
て
も
、
実
は
一
括
し
て
、
体
言
が
用
言
に
先
立
つ
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
が
「
何
々
ガ
」
を
主
語
と
み
な
し
に
く
い
消
極
的
理
由
で
あ
る
。

主
語
否
認
の
積
極
的
理
由
は
、
心
理
的
順
序
と
し
て
「
何
々
ガ
」
も
用
言

に
対
し
て
あ
と
か
ら
補
い
加
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
ワ
タ
シ
ガ
ヤ
ッ

タ
」
と
い
う
文
を
正
直
に
英
訳
す
れ
ば
、

It's
m
e
 (or I
)
 
that did it. 

と
で
も
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
が
、
こ
の
よ
う
に
英
文
で
さ
え
「
ワ
ク
シ
」

を
い
わ
ゆ
る
補
語
の
位
置
に
も
っ
て
く
る
の
を
見
れ
ば
、
思
い
半
ば
を
す
ぎ

よ
う
。
（
要
旨
終
わ
り
）

最
後
に
使
っ
た
例
は
や
や
極
端
で
あ
っ
た
が
、
「
何
々
が
」
を
あ
と
か
ら

補
い
加
え
る
も
の
と
見
た
点
は
、
次
節
の
国
広
氏
の
見
解
に
通
じ
る
。

そ
れ
か
ら
山
田
文
法
の
一
長
一
短
に
言
及
し
て
い
る
。
一
長
と
い
う
の
は
、

「
日
本
文
法
講
義
』
（
四
五
五
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
例
の

「
象
は
体
大
な
り
」
「
こ
の
人
は
年
老
い
た
り
」
等
の
い
わ
ゆ
'

の
次
に

G
ゴ
副
圃
糾
の
文
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

人
つ
く
牛
を
ば
角
を
き
り
、
人
く
ふ
馬
を
ば
耳
を
き
る
。

罪
重
き
者
を
ば
首
を
斬
る
。

河
内
と
大
和
と
の
境
に
金
剛
山
と
い
ふ
処
に
城
を
か
ま
へ
て
。

一
枝
を
折
る
者
は
一
指
を
斬
ら
む
。

そ
し
て
「
従
来
こ
の
全
と
分
と
の
関
係
を
主
格
に
の
み
認
め
、
そ
の
本
主

格
を
ば
総
主
格
な
ど
い
へ
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
は
主
格
に
の
み
存
す
る
に
あ

ら
ぬ
こ
と
上
の
例
に
て
も
見
ら
る
べ
く
．．．．．． 
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
か

な
り
重
要
な
指
摘
だ
と
思
う
が
、
祖
述
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
よ
う

に
思
う
。
「
象
は
鼻
が
長
い
」
は
よ
く
問
題
に
な
る
が
、
同
時
に
「
ガ
ス
は

元
せ
ん
を
し
め
て
お
け
」
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
。
な
お
、

わ
た
し
が
「
主
語
」
を
「
主
格
」
と
改
称
し
て
い
る
点
は
、
山
田
の
用
語
法

（
三
五
三
ペ
ー
ジ
）

の
踏
襲
に
な
っ
て
い
る
。

一

短

と

い

う

の

は

『

日

本

口

語

法

講

義

』

に

あ

る

。

そ
こ
に
は
語
位
転
倒
の
揚
合
が
示
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
「
補
格
を
主

格
の
上
に
持
ち
来
し
た
も
の
」
も
転
倒
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
山
に
は
栗
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

土
の
中
か
ら
お
金
や
宝
物
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

私
ど
も
に
は
娘
が
八
人
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
こ
の
ま
ま
の
ほ
う
が
む
し
ろ
自
然
語
順
だ
ろ
う
。
山

田
に
さ
え
、
「
主
格
先
頭
」
と
い
う
先
入
見
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か

る
。
主
格
は
概
し
て
先
頭
に
立
つ
が
、
い
つ
も
そ
う
と
は
決
ま
ら
な
い
。
不

特
定
な
モ
ノ
の
所
有
、
存
在
、
出
現
を
表
わ
す
文
で
は
、
右
の
諸
例
の
よ
う

に
先
頭
か
ら
二
番
目
の
位
置
に
く
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
。

英
語
学
者
の
ほ
う
か
ら
も
主
語
否
定
論
が
出
て
い
る
。

「
日
本
語
文
法
試
論
」
(
-
橋
大
学

の
初
め
の
ほ
う
で
、

『
言
語
文
化
』

次
の
よ
う
に
主
語
を
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。

日
本
語
に
お
い
て
も
英
語
と
同
様
に

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

創
刊
号
、

「
主
語
」
、

長
谷
川
欣
佑
氏
は

「
述
語
」

昭
和
三
九
年
）

と
い
う
術
語

両
者
の
関
係
は
英
語
に
お
け
る
よ
う

に
「
外
心
的
」

(exocentric)
で
は
な
く
、
「
内
心
的
」
(endocentric)

で
あ
り
、

b
o
k
u
・ga 
h
o
N
 o
 j
o
m
u
〔
ボ
ク
ガ
本
ヲ
読
ム
〕

山
田
文
法
の
遺
産

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

I
O
 

I
 

年
度

に
お
い
て
、

-—- ~ II-



問
7

問
6

傍
線
部
⑦
は
、
日
本
語
の
受
身
文
の
―
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
タ
イ
プ
の
名
称
を
挙
げ
、
能
動
ー
受
動
交
替
の

特
徴
を
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の
タ
イ
プ
以
外
の
日
本
語
の
受
身
文
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
具

体
例
と
そ
の
特
徴
を
説
明
し
な
さ
い
。

問
5

傍
線
部
⑤
・
⑥
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
単
文
例
を
自
分
で
考
え
て
一
っ
ず
つ
挙
げ
な
さ
い
。
（
本
文
中
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
例
と
同
じ
例
文
は
不
可
。
）

問
4

傍
線
部
③
・
④
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性
質
の
文
か
説
明
し
な
さ
い
。
ま
た
、
現
代
の
日
本
語
学
で
は
、
③
・
④
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
答
え
な
さ
い
。

問
3

英
語
と
日
本
語
に
お
け
る
主
語
・
述
語
の
機
能
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る

x
.
yに
つ
い
て
、

な
る
の
か
、
具
体
例
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

問
2

傍
線
部
②
と
は
、
敬
語
に
お
け
る
主
語
の
ど
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
方
を
指
す
か
。
具
体
例
を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

な
さ
い
。

問
1

二
上
章
の
こ
の
論
文
の
主
張
を
ま
と
め
な
さ
い
。

b
o
k
u
 g
a
は、

h
o
N
o
と
同
様
に
な
く
て
も
よ
く
、

j
o
m
u
に
対

し
て
一
種
の
修
飾
部
を
構
成
す
る
。
（
中
略
）
こ
の
こ
と
か
ら
も
上
の

連
鎖
の
直
接
成
分
は

b
o
k
u
g
a
 j
o
M
¥
u
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
日
本
語
の
「
主
語
」
b
o
k
u
g
a

は、

5
N
o
と
バ
ラ
レ
ル
に

j
o
M
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

動
詞
語
幹
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
言
い
方
は
巧
妙
で
あ
る
。
わ
た
し
も
今

後
使
わ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ
る
。
さ
て
長
谷
川
氏
は
「
主
語
」
を
廃
し
、

「
何
々
が
」
を

predicate
c
o
m
p
l
e
m
e
n
t
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
改

称
の
理
由
は
、
日
そ
れ
が
述
語
に
対
し
て
不
可
欠
の
要
素
で
な
い
こ
と
を
明

示
し
た
い
た
め
と
、
口
そ
れ
に
「
何
々
を
」
「
何
々
に
」
な
ど
と
同
じ
成
分

構
造
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
便
利
だ
か
ら
、
と
さ
れ
る
。

わ
た
し
は
、
第
二
の
理
由
を
よ
り
重
要
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
受
身
文
の
作
り
方
が
あ
る
。

何
す
り
が
彼
の
財
布
を
盗
ん
だ
。
彼
が
す
り
に
財
布
を
盗
ま
れ
た
。

こ
の
場
合
、
動
詞
が
受
身
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
格
助
詞
に
次
の
よ
う
な

変
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

が

↓

に

の

↓

が

を

↓

を

(retained)

こ
の
語
法
を
述
べ
る
に
は
ど
う
言
い
表
わ
し
た
ら
よ
い
か
。
「
甲
が
」
「
乙

を
」
「
丙
に
」
な
ど
が
「
補
語
」
の
名
で
一
括
さ
れ
て
い
る
と
、
次
の
よ
う

に
い
え
ば
よ
い
。
受
身
文
を
作
る
場
合
に
は
、
動
詞
に

(
r
)
are
を
つ
け

る
と
と
も
に
、
補
語
た
ち
の
格
を
し
か
じ
か
入
れ
代
え
る
、
と
い
え
ば
す
む
。

な
ん
な
ら
、
主
格
を
初
め
と
し
て
補
語
た
ち
の
格
を
、
と
い
う
ふ
う
に
い
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。
「
補
語
」
と
い
う
総
括
名
が
あ
る
ほ
う
を
、
わ
た
し
は
便

傍
線
部
①
の

の
で
は
な
く
て
、

な
さ
い
。

I I 

「
時
枝
文
法
の
主
語
否
定
論
」

述
語
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
」

専
門
科
目． 

利
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
が
、
み
な
さ
ん
も
「
補
語
」
が
な
い
ほ
う
の
不
便

を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
広
哲
弥
氏
は
主
語
を
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
近
著

ng

造
的
意
味
論
』
(
-
四
九
ペ
ー
ジ
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。

次
に
「
動
詞
補
語
」
と
い
う
の
は
名
詞
に
ガ

・
オ
・
ニ
・
エ
・
ト
・
デ

・
カ
ラ
・
マ
デ
と
い
う
格
助
詞
の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。

や
は
り
主
格
の
「
が
」
が
ト
ッ
プ
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
ご
注
意
願
い

た
い
。
こ
れ
で
は
、
主
語
「
何
々
が
」
は
補
語
の
下
位
区
分
と
し
て
存
置
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
内
実
は
主
語
否
定
論
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

同
書
中
の
「
日
本
語
格
助
詞
の
意
義
素
試
論
」
か
ら
、
「
が
」
「
の
」
「
を
」

「
に
」
の
意
義
素
だ
け
を
引
用
し
よ
う
。

「
が
」
ー
ー
＾
心
理
的
に
先
に
存
在
す
る
述
語
の
主
題
を
初
出
の
観
念

と
し
て
補
足
的
に
示
す
＞
．
＾
補
語
的
意
義
質
＞

「
の
」
ー
＾
前
接
語
に
関
係
し
た
＞
．
＾
形
容
詞
的
意
義
質
＞

「
を
」
ー
＾
動
作
・
作
用
の
対
象
を
示
す
＞
人
補
語
的
意
義
質
＞

記
」
ー
＾
密
着
の
対
象
を
示
す
＞
．
＾
副
詞
的
意
義
質
＞

「
が
」
の
意
義
素
中
に
使
わ
れ
て
い
る
「
主
題
」
は
、
「
主
体
」
の
ほ
う

が
わ
か
り
や
す
い
気
が
す
る
。
ま
た
、
補
語
的
意
義
質
と
副
詞
的
意
義
質
と

の
違
い
も
、
わ
た
し
に
は
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
広
氏
が
格

助
詞
を
一
括
の
扱
い
に
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
日

本
文
法
で
と
か
く
不
問
に
付
さ
れ
が
ち
の
一
問
題
へ
の
反
省
を
呼
び
起
こ
す

も

の

で

あ

る

。

必

吟

＞

と
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
。
直
後
の
波
線
部
「
主
語
は
述
語
と
対
立
す
る
も

と
い
う
捉
え
方
が
わ
か
る
よ
う
に
、
図
示
す
る
な
ど
し
て
具
体
的
に
説
明
し

共
通
し

ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
異

＾
 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
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次
の
文
章
（
石
川
忠
久
著
「
『
見
南
山
』
と
『
望
南
山
』
」
）
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、

一
部
｀
原
文
を
省
略
し
た
り
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

淵
明
詩
中
、
最
も
人
口
に
腋
炎
し
て
い
る
「
飲
酒
」
其
五
の
「
悠
然
見
南
山
」
の
句
に
つ
い
て
、
「
見
」
が
「
望
」
に
な

っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
由
来
そ
の
違
い
を
論
ず
る
こ
と
が
多
い
。
：
・
・
・
・
中
略
・
・
・
…
始
め
に
、
当
該
詩
を
掲
げ
て
お
く
。

飲
酒
其
五

結
麿
在
人
境

問
君
何
能
爾

采
菊
東
簾
下

山
氣
日
夕
佳

此
中
有
腱
意

議
論
の
発
端
は
、
蘇
東
破
の
次
の
文
で
あ
る
。

采
菊
東
籠
下
、
悠
然
見
南
山
、
因
採
菊
而
見
山
、
境
典
意
會
、

近
歳
俗
本
皆
作
望
南
山
、
則
此
一
篇
神
氣
都
索
然
芙
゜（

蘇
戟

『東
破
題
跛
』
巻
二
「
題
淵
明
飲
酒
詩
後
」）

菊
を
採
る
つ
い
で
に
山
を
見
る
、
と
い
う
所
に
、
境
と
意
と
渾
然
と
し
て
会
す
る
妙
処
が
有
る
、
「
望
南
山
」
で
は
、
詩
全

体
の
の
霊
妙
さ
が
消
え
る
、
と
。

こ
の
論
を
更
に
詳
し
く
伝
え
た
の
が
、
弟
子
の
異
補
之
で
あ
る
。

東
披
云
、
陶
淵
明
意
不
在
詩
、
詩
以
寄
其
意
耳
゜
采
菊
東
簾
下
、
悠
然
望
南
山
、

則

既

采

菊

又

望

山

、

意

器

於

此

、

無

餘

蘊

芙

、

非

淵

明

意

也

。

采

菊

東

簾

下

、

悠

然

見

南

山

、

則

本

自

采

菊

、

適

奉

首

而

見

之

、

故

悠

然

忘

情

、

趣

閑

而

累

遠

、

叫

未

可

於

文

字

精

粗

問

求

之

。

（

異

補

之

『

鶏

肋

集

』

巻

二

十

＝

二

題

陶

淵

明

詩

後

」

）

「
望
南
山
」
に
す
る
と
、
菊
を
採
っ
た
り
山
を
望
ん
だ
り
す
る
意
に
な
っ
て
、
そ
れ
き
り
で
余
韻
な
ど
は
漂
わ
な
い
、
「
見

南
山
」
に
す
る
と
、
菊
を
採
る
だ
け
の
こ
と
で
、
山
を
望
む
意
は
な
く
、
首
を
挙
げ
れ
ば
山
が
見
え
た
、
そ
こ
に
物
に
捉

わ
れ
な
い
悠
然
と
し
た
趣
が
あ
る
、
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
今
の
言
葉
で
、

「望
」
は
恣
意
、
「
見
」
は
非
恣
意
、
恣
意
が
働
い
て
は
味
わ
い
が
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
字
の
違
い
で
詩
の
趣
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
。

こ
の
論
は
、
東
破
の
存
在
の
大
い
さ
も
与
っ
て
、
千
古
の
鉄
案
の
如
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
。

．．．． 

ヽ
・
中
略
：
・
鼻
：
東
披
の
説

を
是
と
し
て
論
を
継
ぐ
者
は
絶
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
非
と
し
て
駁
す
る
者
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
、

こ
の
論
の
正
統
性
は
人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
「
望
」
と

「
見
」
の
テ
キ
ス
ト
上
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
別
の
角
度
か
ら
考
え
る
余
地
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
波
の
議
論
は
納
得
さ
れ
る
と
し
て
も
、
果
た
し
て
淵
明
自
身
は
そ
こ
ま
で
意
図
し
て
い
た
か
、
と
い
う
問

題
が
生
ず
る
。
ま
ず
、
事
実
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
る
。

結
論
か
ら
言
う
に
、
現
存
の
『
陶
淵
明
集
』
は
、
橋
川
時
雄
氏
の
分
類
に
従
え
ば
、
元
刊
李
公
換
十
巻
本
の
系
統
を
引

く
、
万
暦
刊
濡
氏
八
巻
本
に
、
「
見
ー
作
望
」
と
あ
る
の
を
除
き
、
全
て
「
見
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
望
」
の
テ
キ

ス
ト
は
見
当
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
飲
酒
」
其
五
は
、
『
文
選
』
（
巻
―
二
十
）
に
「
雑
詩
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

『文
選
』
を

検
し
て
み
た
結
果
、
佑
宋
胡
刻
本
、
足
利
学
校
本
（
南
宋
紹
興
年
間
の
刊
）
の
宋
版
の
系
統
は
全
て

「望
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
「
望
」
の
テ
キ
ス
ト
の
方
が
原
型
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
を
生
ず
る
。
思
う
に
、
現
存
の
陶
集
は

全
て
南
宋
以
後
の
版
に
出
る
の
で
、
東
波
の
卓
説
一
度
出
で
し
後
の
改
定
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方

『文
選
』
中
の

〔
共
通

B〕

I’' 1 

二
0
1

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
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教
育
専
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陶
詩
は
、
一
部
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
そ
こ
ま
で
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
伝
わ
っ
た
、
と
。
厳
密
に
は
更
に
多
く
の
版
本
に

決
し
て
、
東
破
の
言
う
よ
う
に
}
俗
本

3
 

当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
筋
に
於
い
て
こ
の
推
論
は
誤
り
な
い
と
思
う
。
‘

4
 

が
一
望
」
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

「
望
南
山
」
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
の
か
。
そ
れ
は
成
り
立
つ
の
か
。
合
理
的
な
解
釈
が
出
来
な
け
れ
ば
、

テ
キ
ス
ト
は
古
く
て
も
、
誤
り
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
詩
の
二
つ
後
に
あ
る
「
飲

酒
」
其
七
に
、

と
詠
う
こ
と
で
あ
る
。
菊
の
花
を
摘
ん
で
酒
（
忘
憂
の
物
）
に
浮
か
べ
て
飲
む
、
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
其
の
五
の
「
菊

を
采
る
」
の
も
、
漠
然
と
菊
の
花
を
採
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
酒
に
浮
か
べ
て
飲
も
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

其
の
七
で
は
、
そ
の
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
俗
世
か
ら
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
気
持
ち
に
な
る
と
詠
う
。

．．． 
‘
：
後
略
：
．．．． 

[
問
-
]
傍
線
1
「
山
氣
日
夕
佳
…
•
,
．
欲
辣
巳
忘
言
」
の
四
句
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

[
問
-
]
傍
線
2
「
此
未
可
於
文
字
精
粗
問
求
之
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

[
凹
己
傍
線
3
「
決
し
て
：
・
…
こ
と
で
は
な
い
」
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
沿
っ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

[
問
巴
傍
線
4
「
見
」
で
は
な
く
「
望
」
で
あ
る
べ
き
「
合
理
的
解
釈
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。
ち
な
み
に

「
後
略
」
部
分
に
は
、
陶
淵
明
の
時
代
に
長
寿
の
た
め
に
菊
酒
を
飲
む
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
遡
っ
て
『
詩
経
』
に

も
「
南
山
の
寿
」
が
す
で
に
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

,....., 
秋

菊

有

佳

色

汎
此
忘
憂
物

専
門
科
目． 

褒

露

綴

其

英

遠
我
遺
世
情

共
通
9,9 9 9 9, 9 

修
士
課
程

外
国
学
生
入
学
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【
国
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】
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問
二
「
自
分
」
は
、
「
自
分
」

上
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が

問
一
「
自
分
」
は
「
人
間
の
生
活
」
を
理
解
し
て
い
る
の
か
、

な
さ
い
。

【
共
通
C

】

（
こ
れ
は
研
究
指
導
に
「
石
原
千
秋
」
を
希
望
す
る
受
験
生
の
た
め
の
問
題
で
す
。
）

以
下
に
示
す
の
は
太
宰
治
『
人
間
失
格
』

を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
九
四
八
年
）

恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
来
ま
し
た
。

う
も
の
が
、
見
当
つ
か
な
い
の
で
す
。
自
分
は
東
北
の
田
舎
に
生

.

'

-

自
分
に
は
、
人
間
の
生
活
と
い

れ
ま
し
た
の
で
、
汽
車
を
は
じ
め
て
見
た
の
は
、
よ
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
自
分
は
停

車
場
の
プ
リ
ッ
ジ
を
、
上
っ
て
、
降
り
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
が
線
路
を
ま
た
ぎ
越
え
る
た
め
に
造
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
事
に
は
全
然
気
づ
か
ず
、
た
だ
そ
れ
は
停
車
場
の
構
内
を
外
国
の
遊
戯
湯
み
た

い
に
、
複
雑
に
楽
し
く
、
ハ
イ
カ
ラ
に
す
る
た
め
に
の
み
、
設
備
せ
ら
れ
て
あ
る
も
の
だ
と
ば
か
り

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
か
な
り
永
い
問
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
プ
リ
ッ
ジ
の
上
っ
た
り

降
り
た
り
は
、
自
分
に
は
む
し
ろ
、
ず
い
ぶ
ん
靡
野
け
の
し
た
遊
戯
で
、
そ
れ
は
鉄
道
の
サ
ー
ヴ
ィ

ス
の
中
で
も
、
最
も
気
の
き
い
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
一
っ
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
の
ち
に
そ
れ

は
た
だ
旅
客
が
線
路
を
ま
た
ぎ
越
え
る
た
め
の
頗
、
実
利
的
な
階
段
に
過
ぎ
な
い
の
を
発
見
し
て
、

に
わ
か
に
興
が
覚
め
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
は
子
供
の
頃
、
絵
本
で
地
下
鉄
道
と
い
う
も
の
を
見
て
、
こ
れ
も
や
は
り
、
実
利
的

な
必
要
か
ら
案
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
上
の
車
に
乗
る
よ
り
は
、
地
下
の
車
に
乗
っ
た
ほ

う
が
風
が
わ
り
で
面
白
い
遊
び
だ
か
ら
、
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
は
子
供
の
頃
か
ら
病
弱
で
、
よ
く
寝
込
み
ま
し
た
が
、
寝
な
が
ら
、
敷
布
、
枕
の
カ
ヴ
ァ
、

鬱
血
の
カ
ヴ
ァ
を
、
つ
く
づ
く
、
つ
ま
ら
な
翌
装
飾
だ
と
思
い
、
そ
れ
が
案
外
に
実
用
品
だ
っ
た

事
を
、
二
十
歳
ち
か
く
に
な
っ
て
わ
か
っ
て
、
人
間
の
つ
ま
し
さ
に
暗
然
と
し
、
悲
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
は
、
空
腹
と
い
う
事
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
や
、
そ
れ
は
、
自
分
が
衣
食
住
に

、
自
分
に
は
「
空

げ

か

困
ら
な
い
家
に
育
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
意
味
で
は
な
く

腹
」
と
い
う
感
覚
は
ど
ん
な
も
の
だ
か
、
さ
っ
ば
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
へ
ん
な
言
い
か
た

で
す
が
、
お
な
か
が
如
H

い
て
い
て
も
、
自
分
で
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
の
で
す
。
小
学
校
、
中
学
校
、

自
分
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
周
囲
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
、
お
な
か
が
空
い
た
ろ
う
、
自
分
た

ち
に
も
鴬
え
が
あ
る
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
の
空
腹
は
全
く
ひ
ど
い
か
ら
な
、
甘
納
豆
は
ど

う
？
・
カ
ス
テ
ラ
も
、
パ
ン
も
あ
る
よ
、
な
ど
と
言
っ
て
騒
ぎ
ま
す
の
で
、
自
分
は
持
ち
前
の
お
べ

っ
か
精
神
を
発
揮
し
て
、
お
な
か
が
空
い
た
、
と
声
ぃ
て
、
甘
納
豆
を
十
粒
ば
か
り
口
に
匠
う
り
込

む
の
で
す
が
、
空
腹
感
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
か
、
ち
っ
と
も
わ
か
っ
て
い
や
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

自
分
だ
っ
て
、
そ
れ
は
励
訟
‘
大
い
に
も
の
を
食
ぺ
ま
す
が
、
し
か
し
、
空
腹
感
か
ら
、
も
の
を

食
ぺ
た
記
憶
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
め
ず
ら
し
い
と
思
わ
れ
た
も
の
を
食
ぺ
ま
す
。
豪
華
と

思
わ
れ
た
も
の
を
食
べ
ま
す
。
ま
た
、
よ
そ
へ
行
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
も
、
無
理
を
し
て
ま
で
、
た

い
て
い
食
べ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
子
供
の
頃
の
自
分
に
と
っ
て
、
最
も
苦
痛
な
時
刻
は
、
実
に
、
自

ぜ
ん

分
の
家
の
食
事
の
時
間
で
し
た
。

自
分
の
田
舎
の
家
で
は
、
十
人
く
ら
い
の
家
族
全
部
、
め
い
め
い
の
お
膳
を
二
列
に
向
い
合
せ
に

並
べ
て
、
末
っ
子
の
自
分
は
、
も
ち
ろ
ん

一
ば
ん
下
の
座
で
し
た
が
、
そ
の
食
事
の
部
屋
は
薄
暗
く
、

昼
こ
は
ん
の
時
な
ど
、
十
幾
人
の
家
族
が
、
た
だ
黙
々
と
し
て
め
し
を
食
っ
て
い
る
有
様
に
は
、
自

か

た

ざ

分
は
い
つ
も
肌
寒
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
田
舎
の
昔
気
質
の
家
で
し
た
の
で
、
お
か
ず
も
、

た
い
て
い
き
ま
っ
て
い
て
、
め
ず
ら
し
い
も
の
、
豪
華
な
も
の
、
そ
ん
な
も
の
は
望
む
ぺ
く
も
な
か

っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
自
分
は
食
事
の
時
刻
を
恐
怖
し
ま
し
た
。
自
分
は
そ
の
薄
暗
い
部
屋
の
末
席

に
、
寒
さ
に
が
た
が
た
震
え
る
思
い
で
口
に
ご
は
ん
を
少
量
ず
つ
運
び
、
押
し
込
み
、
人
間
は
、
ど

う
し
て
一
日
に
一
一
一
度
々
々
ご
は
ん
を
食
べ
る
の
だ
ろ
う
、
実
に
み
な
厳
粛
な
顔
を
し
て
食
べ
て
い
る
、

こ
れ
も
一
種
の
儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
、
家
族
が
日
塁
一
度
々
々
、
時
刻
を
き
5
て
薄
暗
い
一
部
屋

に
集
り
、
お
膳
を
順
序
正
し
く
並
ぺ
、
食
べ
た
く
な
く
て
も
無
言
で
ご
は
ん
を
噛
み
な
が
ら
、
う
つ

む
き
、
家
中
に
う
ご
め
い
て
い
る
霊
た
ち
に
祈
る
た
め
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
さ
え
考
え
た
事

が
あ
る
く
ら
い
で
し
た
。

専
門
科
目

の

「
人
間
失
格
」
だ
と
い
い
た
い
の
か
。
根
拠
を

い
な
い
の
か
。
根
拠
を
あ
げ
て
説
明
し

「
第
一
の
手
記
」

・
共
通
1,  

の
冒
頭
で
す
。

こ
れ

r-―’ 
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語
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専
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問

（
五
味
渕
典
嗣
）

0
次
に
示
す
の
は
、
佐
多
稲
子
『
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』
の
一
節
で
あ
る
。
一
三
歳
の
「
ひ
ろ
子
」
は
、
家
の
事
情
で
学
校
を
や

め
て
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
で
働
い
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ひ
ろ
子
は
眉
の
間
を
吊
り
あ
げ
て
や
け
に
御
飯
を
ふ
う
ふ
う
吹
い
て
い
た
が
、

「
お
や
御
飯
は
」

「
お
し
ま
い
」

ひ
ろ
子
は
も
う
火
鉢
の
抽
出
し
か
ら
電
車
賃
を
出
し
て
い
た
。

「
お
し
ま
い
じ
ゃ
な
い
よ
。
も
う
一
杯
食
べ
と
い
で
、
ま
だ
遅
く
な
り
や
し
な
い
か
ら
。
さ
あ
」

「
だ
っ
て
急
い
で
食
べ
ら
れ
な
い
」

．．
 

祖
母
の
手
に
茶
碗
を
渡
し
て
や
り
な
が
ら
ひ
ろ
子
は
泣
声
を
出
し
た
。

「
急
い
で
食
べ
ら
れ
な
い
っ
た
っ
て
お
前
こ
ん
な
寒
い
日
に
熱
い
御
飯
で
も
食
べ
な
き
ゃ
こ
ご
え
て
し
ま
う
よ
」

「
だ
っ
て
遅
く
な
る
と
困
る
ん
で
す
も
の
」

つ
い
四
、
五
日
前
に
彼
女
は
初
め
て
遅
刻
し
た
。
だ
が
彼
女
の
工
場
に
は
遅
刻
が
な
か
っ
た
。
工
場
の
門
限
は
き
っ
ち
り
七
時
で
あ
っ

た
。
遅
れ
た
彼
女
は
そ
の
日
一
日
を
否
応
な
し
に
休
ま
せ
ら
れ
た
。
彼
女
達
の
僅
か
な
日
給
で
は
遅
刻
の
分
を
引
く
の
が
面
倒
だ
っ
た
か

ら。
そ
の
朝
彼
女
は
電
車
の
中
で
遅
れ
そ
う
な
こ
と
を
感
づ
い
た
。
身
ぎ
れ
い
な
女
な
ど
が
乗
り
始
め
て
い
て
労
働
者
風
の
姿
が
消
え
て
い

た
。
彼
女
は
車
内
の
空
気
で
時
間
を
見
よ
う
と
す
る
よ
う
に
落
ち
つ
き
な
く
目
を
走
ら
せ
た
。
彼
女
は
と
う
と
う
、
入
口
ま
で
出
て
行
っ

た
。
そ
の
時
其
処
に
吊
り
下
が
っ
て
い
た
割
引
の
板
札
を
、
片
手
で
胸
か
ら
時
計
を
引
出
し
た
車
掌
が
ま
く
り
上
げ
て
ひ
っ
か
け
た
。

あ
た
り
が
、
変
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
電
車
は
ひ
ろ
子
が
下
り
る
停
留
所
の
一
っ
手
前
ま
で
も
う
来
て
い
た
の
に
、
停
留
所
の
ち
ょ

っ
と
手
前
に
電
車
道
に
沿
う
て
、
彼
女
の
工
場
の
赤
煉
瓦
が
長
屋
の
よ
う
に
横
に
つ
づ
い
て
、
そ
の
中
の
一
っ
に
彼
女
の
入
口
が
あ
っ
た
。

ひ
ろ
子
は
見
落
す
ま
い
と
、
そ
の
一
っ
―
つ
の
入
口
を
見
つ
め
た
。
押
さ
れ
る
よ
う
な
何
か
か
け
ま
わ
る
よ
う
な
厭
な
腹
痛
を
覚
え
た
。

彼
女
は
電
車
か
ら
入
口
へ
駆
け
つ
け
た
。
そ
し
て
電
車
で
見
た
通
り
だ
っ
た
。

彼
女
が
家
を
出
た
の
は
暗
い
内
だ
っ
た
。
彼
女
の
電
車
賃
は
家
内
中
か
き
集
め
た
銅
貨
だ
っ
た
。
だ
が
彼
女
の
前
に
は
鋼
鉄
の
鉄
戸
が

一
ば
い
に
下
り
て
い
た
。
彼
女
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
工
場
の
門
限
は
七
時
だ
。
彼
女
は
、
コ
ソ
コ
ソ
と
そ
こ
を
通
り
ぬ
け
た
。
彼
女

は
マ
ン
ト
の
下
で
弁
当
箱
を
両
手
で
し
つ
か
り
抱
い
て
そ
れ
で
胸
の
上
を
ぐ
っ
と
押
さ
え
て
歩
い
た
。
彼
女
は
ベ
ソ
を
か
い
て
い
た
。
人

通
り
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
往
来
は
彼
女
の
朝
か
ら
別
の
朝
へ
移
っ
て
い
た
。

ひ
ろ
子
は
こ
ご
え
る
よ
り
も
遅
刻
が
お
そ
ろ
し
か
っ
た
。

祖
母
に
咎
め
ら
れ
な
が
ら
朝
飯
を
す
ま
せ
た
ひ
ろ
子
は
、
襟
巻
に
顔
を
う
ず
め
て
、
戦
さ
に
行
く
よ
う
な
気
持
で
歩
い
て
行
っ
た
。
外

は
研
ぎ
立
て
の
庖
丁
の
よ
う
な
夜
明
け
の
明
か
る
さ
だ
。
そ
し
て
き
し
む
よ
う
に
寒
い
。
橋
の
上
で
は
朴
歯
が
何
度
か
す
ぺ
っ
た
。

ま
だ
電
燈
の
つ
い
て
い
る
電
車
は
、
印
絆
纏
や
菜
葉
服
で
一
ぱ
い
だ
っ
た
。
皆
寒
さ
に
抗
う
よ
う
に
赤
い
顔
を
し
て
い
た
。
味
噌
汁
を

か
き
こ
み
ざ
ま
飛
ん
で
く
る
の
で
、
電
車
の
薄
暗
い
電
燈
の
下
に
は
彼
ら
の
台
所
の
匂
い
さ
え
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ひ
ろ
子
は
大
人
達
の
足
の
間
か
ら
割
り
込
ん
だ
。
彼
女
も
同
じ
労
働
者
で
あ
っ
た
。
か
弱
い
小
さ
な
労
働
者
、
馬
に
食
わ
れ
る
一
本
の

草
の
よ
う
な
。

「
感
心
だ
ね
、
ね
え
ち
ゃ
ん
。
何
処
ま
で
行
く
ん
だ
い
」

席
を
あ
け
て
く
れ
た
小
父
さ
ん
が
言
葉
を
か
け
た
。

「
お
父
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し
て
ん
だ
い
」

「
仕
事
が
な
い
の
」

ひ
ろ
子
は
そ
れ
を
言
う
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

「
お
や
、
あ
そ
ん
で
る
の
か
い
。
そ
い
つ
は
た
ま
ら
な
い
な
」

そ
う
言
っ
て
彼
は
親
し
げ
な
顔
付
き
を
し
た
。
そ
の
車
内
で
は
周
囲
の
痛
ま
し
け
な
眼
が
一
斉
に
彼
女
の
姿
に
そ
そ
が
は
し
な
か
っ

た
，
彼
ら
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
自
分
た
ち
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
女
の
姿
は
彼
ら
の
子
供
達
の
姿
で
あ
っ
た
か
ら
。

問
一
傍
線
部
「
そ
の
車
内
で
は
周
囲
の
痛
ま
し
げ
な
眼
が
一
斉
に
彼
女
の
姿
に
そ
そ
が
れ
は
し
な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

そ
の
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。

一
こ
の
部
分
か
ら
は
、
「
ひ
ろ
子
」

あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。

【
共
通
D

】

I I 

の
ど
ん
な
境
遇
や
心
情
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
文
の
表
現
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、

専
門
科
目

共゚
通
9,  

や
が
て
一
膳
終
る
と
そ
そ
く
さ
と
立
ち
上
が
っ
た
。

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
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